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公益財団法人イオンワンパーセントクラブは、１１月１９日(火)に、駐日ミャンマー連邦

共和国大使館、１１月２１日(木)に駐日カンボジア王国大使館において、「イオン ユニセフ 

セーフウォーターキャンペーン」を通じた募金と、当財団からの拠出金および、イオントッ

プバリュ株式会社からの寄付金を合わせた総額３,２５５万９,３６０円を公益財団法人日本

ユニセフ協会へ贈呈しました。 

 

本年度は、９月１４日（土）～１０月１３日（日）（一部を除く）、イオングループ各社の

協力のもと、全国約６，０００カ所において募金受付を実施し、お客さまからお寄せいただ

いた募金は１、０５０万７、５８６円にのぼりました。この募金に、当財団からの拠出金１,

３４９万３,４１４円を上乗せした合計２，４００万円と、期間中お買い上げいただいた「ト

ップバリュ 国内で採水した天然水」（５００ｍｌ）１本あたり５円の寄付金８５５万９、

３６０円を、イオントップバリュ株式会社から贈呈しました。これらの募金および寄付は、

公益財団法人日本ユニセフ協会を通じカンボジアとミャンマーにおいて安全な水の供給や

給水施設の敷設のためにお役立ていただきます。本キャンペーンによりこれまでに５２万

４千人(※)を超える人々が、安全な水を使えるようになります。 

 

当財団が２０００年より学校建設の支援を行ってきたカンボジアとミャンマーには、池や

河川の不衛生な水や人体に悪影響を及ぼす恐れのある物質を含んだ地下水が生活用水とし

て使われている地域がありました。さらに、遠隔地への水汲みに時間をとられ、学校の授業

に出席できない子どもたちがいるという状況を受け、こうした子どもたちを、健康・教育の

両面でサポートするため、２０１０年より毎年本キャンペーンを実施しています。 

 

当財団はこれからも同事業を通じ、次代を担う子どもたちの健全な育成に貢献してまいりま

す。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

※）カンボジア、ミャンマー、および２０１５年まで支援を行ったラオスを加えた３か国の、２０１８年度時点の総受

益者数です。 

  

NEWS RELEASE 

駐日本カンボジア大使館での贈呈式 駐日本ミャンマー大使館での贈呈式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【贈呈の概要】  

 

１.贈呈先：公益財団法人日本ユニセフ協会 

 

２.贈呈額：３２，５５９，３６０円   

※同贈呈額は（公財）日本ユニセフ協会を通じて、ミャンマー・カンボジア２カ国 

での支援に活用。 

  （内訳） 

①お客さまからの募金               １,０５０万７,５８６円 

②公益財団法人イオンワンパーセントクラブ拠出金  １,３４９万３,４１４円 

③「トップバリュトップバリュ 国内で採取した天然水」(５００ｍｌ)を通じた寄付

                              ８５５万９,３６０円 

３．贈呈式 

[駐日ミャンマー連邦共和国大使館] 

日 時：１１月１９日(水)１６：００～１６：４５ 

場 所：駐日ミャンマー連邦共和国大使館（東京都品川区北品川４丁目８-２６） 

 

主な出席者： 

駐日ミャンマー連邦共和国大使館  公使参事官    Ｍｓ．キン ニラ ソウ 

公益財団法人日本ユニセフ協会   専務理事      早水 研 様 

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ事務局長      本田 陽生 

イオントップバリュ株式会社    取締役副社長   横山 憲男 

 

[在日本国カンボジア王国大使館] 

日 時：１１月２１日(木)１１：００～１１：４５  

場 所：在日本国カンボジア王国大使館（東京都港区赤坂８丁目６−９）    

 

主な出席者： 

駐日カンボジア王国大使館      特命全権大使  ウン・ラチャナ閣下 

 公益財団法人日本ユニセフ協会    専務理事   早水 研  様

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ 理事長     横尾 博 

H

生活のため、河川の水を汲む子ども 給水施設の衛生的な水で手洗いをする子どもたち 
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ご参考 公益財団法人イオンワンパーセントクラブの主な活動内容 

 

◆次代を担う青少年の健全な育成に資する事業 
  

＜イオン チアーズクラブ＞ 
地域の小中学生の環境保全活動を支援。毎年夏に全国大会を開催。 

＜中学生環境作文コンクール＞ 
環境問題に関する作文を募集し、優秀な作文提出者は生物多様性研修に参加。 

＜ＡＥＯＮ ｅｃｏ-１グランプリ＞ 
全国の高校 及び高校生のエコ活動を顕彰し、エコ活動の輪の広がりを支援。 

＜学校建設支援＞ 
アジア５カ国で子どもたちの教育環境の整備を支援。全国で実施した募金に 
ほぼ同額を上乗せし、小学校校舎建設と附属設備の設置及び教員養成を支援。 

＜セーフウォーターキャンペーン＞ 
 学校建設を支援した地域で汚濁水を生活用水に使っている地域に、浄化した 
給水施設を設置することで子どもたちを健康面と教育面から支援。 

  

【学校建設支援】 

 

 

 

 

 

 

◆諸外国との友好親善の促進に資する事業 
  

 ＜ティーンエイジ・アンバサダー＞ 
海外と日本の高校生の相互交流活動。表敬活動、交流活動、歴史文化理解活動を通じ
互いへの理解とグローバルな視野を持つことを支援。 

 ＜アジア ユースリーダーズ＞ 
アジアの高校生・大学生が一堂に会し、開催地の社会問題への解決策を議論し政府 
へ提案することを通じ、各国の多様な価値観への理解を深めることを支援。 

 ＜イオン スカラシップ＞ 
アジア各国で学ぶ大学生へ奨学金を給付し、次代を担う青年たちの夢の実現を支援。 

 

【ティーンエイジ・アンバサダー】 

 

 

 

 

 
 

 

◆地域社会の持続的発展に資する事業 
  

＜ふるさと未来支援＞ 
日本各地に伝わる固有の伝統的な文化・工芸・芸能の継承と普及を支援。 

＜災害復興支援＞ 
大規模自然災害に見舞われた地域の人々を支援。 

＜公益法人への支援＞ 
当財団の設立主旨に副う活動を行う公益法人を支援。 
 

【ふるさと未来支援】 
 

 

 

 

 

＊活動の詳しい内容はこちら（https://www.aeon.info/1p/）をご覧ください。  

ネパール新校舎 ミャンマー新校舎 新校舎に喜ぶ子どもたち 

インドネシアで伝統舞踊体験 中国での授業体験 首相官邸訪問 

よさこい祭り イオン ふるさと発見伝 イオン すくすくラボ 

https://www.aeon.info/1p/

